
連
絡
先
　
一
王
〈
九
十
三
二
六

一
騰
川
　
登
志
子

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

月

一
回
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。

※
　
放
課
後
ふ
れ
あ
い
教
室

今
後
は

「
い
か
ら
し
フ
レ
ン
ド

ス
ク
ー
ル
」
と
呼

び
ま
す
ｏ

東
五
十
嵐
自
治
会
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
、
道
上
が
丘
町
内
会
よ
り
分
離
独
立
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十

一
年
に
自
治
会
館
を
建
設
し
、
現
在
は
五
百
五
十
余
世
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
部
、
生
活
安
全
部
、
環
境
衛
生
部
、
文
化
厚
生
部
、
健
全
育
成
部
の
五
つ
の
専
門

部
に
よ

っ
て

（
一
）
連
帯
感
の
高
揚

（
二
）
環
境
の
整
備

（三
）
福
祉
の
充
実
と
児
童
生
徒
の
健
全

育
成

（四
）
自
主
防
炎
意
識
の
高
揚
を
重
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

年
間
の
主
な
行
事
は

四
月
　
総
会
、
七
月
　
夏
祭
り
、

八
月
　
避
難
訓
練
　
十
月
　
敬

老
会

、
作
品
展
、
十

二
月
　
餅

つ
き
大
会

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
月

一
□

高
齢
者
対
象
の
茶
話
会

幼
児
対
象
の
お
話
の
部
屋

を
開
い
て
い
ま
す
。

茶
話
会
に
は
、
毎
回
十

四
、
五

人

の
参
加
が
あ
り
、
楽
し
く
話
し

合

っ
て
い
ま
す
。

お
話

の
部
屋
は
、
本

の
読
み
聞

か
せ
、
ゲ
ー
ム
、
と
き
に
は
人
形

劇
な
ど
を
や

っ
て
い
ま
す
。

資
源
回
収
を
月

二
回
。
年
間
四

十

万
円
ほ
ど

の
収
入
が
あ
り
ま
す
。

自
治
会
館
を
利
用
し
て
の
趣
味

の
活
動
と

し
て
、
コ
ー
ラ

ス
、
大

正
琴
、
人
形
劇
、
ち
ざ
り
絵
、
書
道
、

俳
旬

、
カ
ラ
オ
ケ
、
操
体

、
民
謡
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。
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